
平成２８年度の事業報告書 

 

平成２８年４月１日から平成２９年３月３１日まで 

 

特定非営利活動法人 とみおか子ども未来ネットワーク 

 

１ 事業実施の方針 

・交流会事業、学習支援事業、集いプログラム事業を実施。 
・広報活動の充実を図る。 
・会員間の連携強化と会員拡充を目指す。 
・次世代向けの事業展開を目指す。 
・アーカイブ事業の充実を図る。 

２ 事業の実施に関する事項 

(1) 特定非営利活動に係る事業 

事 業 名 

(定款に記載し

た事業) 

具体的な事業内容 

(A)当該事業の 

 実施日 

(B)当該事業の 

実施場所 

(C)従事者の人

数 

(D)受益対象 

者の範囲 

(E)人数 

事業費の 

金額 

（単位：千円） 

タウンミーテ

ィング事業 

1.「第１６回タウンミーティング

in福岡」 

2.「第１７回タウンミーティング

in仙台」 

3.｢第１８回タウンミーティング

in水戸｣ 

4.｢第１９回回タウンミーティン

グin秋葉原｣ 

5.｢第２０回回タウンミーティン

グin郡山｣ 

・事業実施に伴い、避難先の支援

団体の協力が得られたことで、

今まで開催できなかった地域

で実施する事ができた。（被災

者支援ふくおか市民ネットワ

ーク、茨城県内への避難者・支

援者ネットワークふうあいね

っと等の協力）その中で、避難

者と避難先の支援者をつなぐ

ことができた。 

・富岡町の協力による広報チラシ

の配布や、避難先の支援団体の協

力により、富岡町民への TM開催

の周知を行うことができた。 

・タウンミーティング事業実施に

専門家の協力を得られ、開催自体

をスムーズに行えた。 

(A) 

1.平成２８年６月２

５日 

2.平成２８年９月２

２日 

3.平成２８年１２月

３日 

4.平成２９年２月１

１日 

5.平成２９年３月１

８日 

(B) 

1.福岡県福岡市（エ

イムアテイン貸

会議室） 

2.宮城県仙台市（仙

台市市民活動サ

ポートセンター

研修室5） 

3.茨城県水戸市（水

戸市ボランティ

ア会館） 

4.東京都千代田区

（首都大学東京

秋葉原サテライ

トキャンパス） 

5.福島県郡山市（富

岡町教育委員会

事務所会議室） 

(C) 

1. １１人 

(D) 

1.福岡県内及

びその周辺

に避難をし

ている富岡

町民 

2.宮城県内及

びその周辺

に避難をし

ている富岡

町民 

3.茨城県内及

びその周辺

に避難をし

ている富岡

町民 

4.東京都及び

その周辺に

避難をして

いる富岡町

民 

5.福島県及び

その周辺に

避難をして

いる富岡町

民 

(E) 

1. ２人 

2. ２人 

3. １７人 

4. ０人 

３４０６ 



2.９人 

3. １２人 

4.８人 

5. ５人 

5. ３人 

②公開討論会

実施事業 

 

・開催なし (A)開催なし 

(B)開催なし 

(C)０人 

(D)開催なし 

(E)０人 

０ 

③交流会事業 1.とみおか会（仮称）の実施 

・関東圏に避難してる若者たちを

中心に、関東圏に避難をしてい

る若者たちの交流会を行った。 

2.関東圏を中心に各地で行われ

ている交流サロンや情報交換

会などに参加した。 

・各地で知り合った富岡町民と、

対話する事が出来た。 

(A)  

1.平成２８年7月、

１１月、平成２９

年３月 

2.随時 

(B) 

1.東京都台東区等 

2.随時東京都、神奈

川県、埼玉県、千

葉県など 

(C) 

1.３人 

2.延べ２４人 

(D) 

1.関東圏に避

難をしてい

る１０代、

２０代の若

者 

2.東京都、神奈

川県などに

避難をして

いる富岡住

民 

(E) 

1.１２人 

2.３人 

３６６ 

④学習支援事

業 

富岡町次世代継承聞き書きプロ

ジェクト「おせっぺとみおか

2016」を開催した。 

1.第一回研修 

・２泊３日で実施し、事業に必要

な研修を行った。また、話し手

の方に来てもらい、１回目のイ

ンタビューを実施した。次回の

インタビューの構想をした。 

2.追加インタビューの実施 

・１回目のインタビューで足りな

い部分を話し手宅に訪問し、追

加インタビューを行った。 

3.第二回研修 

・インタビューをしたものをすべ

ての文字お越しを行い、その内

容で文章作成したものを持ち

寄り、最終的な作品作りの研修

を行った。 

4.成果発表会の実施 

・参加したすべての方にお越し頂

き、活動の報告や作品集の贈呈

式などを行った。 

(A) 

1.平成２８年８月８

日から８月１０

日まで 

2.平成２８年９月よ

り１１月の間 

3.平成２８年１２月

１７日より１２

月１８日まで 

4.平成２９年３月４

日 

(B) 

1.八王子セミナーハ

ウス 

2.福島県喜多方市、

郡山市、大玉村、

北茨城市 

3.八王子セミナーハ

ウス 

4.中央大学後楽園キ

ャンパス内 

(C)延べ５６人 

 

(D)富岡町から

全国に避難

をしている

高校生、大

学生と話し

手となった 

(E) 

延べ３６人 

２８７４ 

⑤子育て相談

事業 

・集まれ子育てママお料理教室を

実施した。子育て世代に加え

て、６０代の母親世代お方も参

加し、本年度は２回実施した。 

(A)平成２８年７月

２９日、９月３０

日 

(B)福島県郡山市 

(C)５人 

(D 郡山市内及

び近郊に避

難している

富岡町民 

(E)２５人 

７０ 



⑥支援グルー

プとの勉強

会 

・助成先の研修で知り合った支援

団体と勉強会を行った。 

・東京都、茨城県、千葉県、埼玉

県、神奈川県の支援団体と情報

交換を行った。 

・専門家グループとの勉強会に参

加、情報交換を行った。 

(A)随時 

(B)東京都、大阪府、

茨城県、福岡県、

宮城県など。 

(C)３６人 

(D)東京都、関

西方面、茨

城県、宮城

県、九州方

面で支援活

動を行って

いる団体 

(E)８０人 

４３０ 

⑦セミナー事

業 

 

・会員間の研修事業を実施した。 (A)平成２８年９月

２４日～２５日 

(B)福島県福島市に

て 

(C)８人 

(D)会員 

(E)８人 

２００ 

⑧集いプログ

ラム事業 

「むさしの福島ともだちプロジ

ェクト2016」の共催 

・連携団体「むさしの福島ともだ

ちプロジェクトを進める会」と

共に避難した富岡町民を対象

に開催した。 

・実施場所は、「武蔵野市立自然

の村」で、本年度で 5回目と

なり、この事業が対象者に定

着しつつあるのが伺えた。 

(A)平成２８年８月

２日より８月５

日まで 

(B)長野県川上村 

(C)１２人 

(D)全国に避難

をしている

富岡町民で

１５歳未満

の家族がい

る方 

(E)３４人 

７０ 

⑨アーカイブ

事業 

避難の経験をインタビューして、

内容を可視化する支援事業を

実施した。 

インタビューをした内容で冊子

を作り、受益者に返す形で、避

難経験者の体験を私歴として

残す支援事業を行った。 

(A)平成２８年４月

１日～平成２９

年３月３１日ま

での随時 

(B)対象者が避難し

ている場所 

(C)延べ７２人 

(D)双葉郡及び

周辺より原

発事故によ

って避難し

ている方 

(E)３４人 

４１２２ 

⑩イベント事

業 

・開催なし (A)開催なし 

(B)開催なし 

(C)０人 

(D)開催なし 

(E)０人 

０ 

⑪情報発信事

業 

1.タウンミーティング事業で参

加した方々の言葉を SNS にて

公開した。 

2.TCF情報誌「とみログ」を発行

した。 

3.交流会事業と共に、関東圏にお

いて支援事業を展開している

団体の情報を得て、全国の支援

情報を発信しているサイトに

掲載を行った。 

(A) 

1.平成２８年４月１

日～１２月２日

まで（１０００回

目）毎日更新 

2.平成２８年６月 

「とみログVol.5」 

 平成２８年９月 

「とみログVol.6」 

 平成２８年１２月 

「とみログVol.7」 

平成２９年３月 

「とみログVol.8」 

各８０００部発刊 

3.年間４回程度 

(B) 

1.SNS上にて 

2.全国 

3.Web上にて 

(C)２４人 

(D) 

1.観覧可能者 

2.富岡町民 

3.観覧可能者 

(E) 

1.約４０００

０人 

2.約１６００

０人 

3.- 
２００ 

 


